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元
日
は
年
神
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
ハ
レ
の
日
。

日
本
人
に
と
っ
て
最
も
大
切
と
も
言
え
る
そ
の
日

に
能
登
半
島
を
大
地
震
が
襲
っ
た
。
何
と
も
辛
い

一
年
の
船
出
と
な
っ
た
被
災
者
の
心
情
は
察
す
る

に
余
り
あ
る
。
▽
発
災
か
ら
三
か
月
余
り
。
半
島

ゆ
え
の
特
殊
事
情
も
あ
る
と
は
言
え
、
映
像
を
通

し
て
垣
間
見
る
限
り
、
道
路
や
イ
ン
フ
ラ
等
の
復

旧
の
歩
み
は
遅
く
、
生
活
再
建
へ
の
道
の
り
は
長

く
厳
し
い
よ
う
に
感
じ
る
。
▽
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
出
来
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
る
が
、
心
を
寄

せ
、
僅
か
で
も
力
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

▽
今
月
三
日
に
は
台
湾
東
部
で
大
規
模
な
地
震
が

あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
を
始
め
、
事
あ
る
度
に

支
援
を
寄
せ
て
く
れ
る
台
湾
は
大
切
な
友
人
。
何

か
恩
返
し
を
し
た
い
、
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
大

き
な
驚
き
を
覚
え
た
の
は
、
発
生
か
ら
の
対
応
の

迅
速
さ
だ
。
▽
官
民
が
連
携
し
、
数
時
間
後
に
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
た
避
難
所
が
開
設
さ

れ
、
食
料
や
日
用
品
に
加
え
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
ま

で
整
備
さ
れ
た
所
も
あ
る
と
言
う
。
普
段
か
ら

様
々
な
想
定
の
も
と
で
計
画
や
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
▽
勿
論
、
彼
我
を
取
り
巻
く

国
際
情
勢
や
災
害
規
模
の
違
い
も
あ
り
、
単
純
に

比
較
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
行
動
の

ス
ピ
ー
ド
感
や
被
災
者
保
護
の
方
向
性
な
ど
学
ぶ

べ
き
こ
と
は
余
り
に
も
多
い
。
▽
「
被
災
者
は
不

便
を
強
い
ら
れ
て
当
然
で
あ
り
、
我
慢
す
る
も

の
。」
し
っ
か
り
と
し
た
避
難
・
保
護
体
制
を
確

立
し
て
、
早
く
誤
っ
た
固
定
観
念
か
ら
脱
却
し
、

い
ざ
と
い
う
時
に
安
心
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
。
民

間
の
力
も
活
用
し
た
本
気
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

例例
大大
祭祭
の
ご
案
内

の
ご
案
内

春季春季

（1） 182号 み　よ　し 令和６年４月17日

　　発　行　所
　　太平山頂上鎮座
太平山三吉神社総本宮

　　　　宮司　田　村　泰　教

　　秋田市広面字赤沼３の２
　　電　　話　（018）834―3443
　　F　　A　　X　（018）834―3444
　　http ://www.miyosh i . or . jp



言
挙
げ
�

花
粉
の
季
節

権
禰
宜
　
本
　
庄
　
泰
　
孝

　

だ
ん

だ
ん
と

暖
か
く

な

り
、

春
ら
し

い
陽
気
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
境
内
に
林
立
す
る
杉

の
木
は
先
端
を
黄
色
く
し
て
子
孫

を
残
そ
う
と
花
粉
を
飛
ば
し
、
ベ

ン
チ
を
拭
く
と
雑
巾
が
真
っ
黄
色

に
な
る
ほ
ど
で
す
。
天
気
予
報
で

花
粉
情
報
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
程

に
、
花
粉
を
気
に
さ
れ
る
方
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
花
粉
症
で
す
。
北
海
道
生

ま
れ
な
の
で
、
地
元
を
離
れ
る
ま

で
花
粉
症
と
は
無
縁
で
、
花
粉
で

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
で
る
と
は
信

じ
が
た
い
も
の
で
し
た
（
ま
れ
に

北
海
道
に
も
花
粉
症
の
方
は
い
ま

す
）。
埼
玉
県
の
神
社
で
奉
務
し

て
五
年
ほ
ど
た
っ
た
時
、
二
月
頃

に
鼻
水
が
止
ま
ら
な
く
な
り
、
異

常
な
目
の
か
ゆ
み
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
ま
さ
か
花
粉
症
と
も
思
わ

ず
、
認
め
た
く
も
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
用
の
薬
を
飲

ん
で
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
。
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
残
念
な
気
持
ち

に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

た
か
が
花
粉
症
と
い
っ
て
も
重

症
の
方
は
常
に
目
が
充
血
し
、
く

し
ゃ
み
が
止
ま
ら
ず
、
鼻
水
、
鼻

詰
ま
り
、
咳
、
肌
の
か
ゆ
み
や
発

熱
、
喘
息
、
気
管
支
炎
に
な
る
方

も
い
る
そ
う
で
す
。
中
に
は
花
粉

が
飛
ん
で
い
な
く
て
も
、
花
粉
が

飛
ん
で
い
る
映
像
を
見
た
だ
け
で

症
状
が
出
る
方
も
い
る
そ
う
で

す
。
私
は
重
症
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
一
歩
手
前
で
す
。

　

ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
花
粉
症
の
方
が
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
多
く
な
っ
た
原
因
と

し
て
は
、

戦
後
に

木
材
の

需
要
が

高
ま
り
、

拡
大
造

林
政
策

を
実
施

し
た
こ

と
に
あ

り
ま
す
。
戦
後
復
興
の
た
め
に
建

築
材
料
と
し
て
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

な
ど
の
成
長
率
が
高
い
樹
木
を
大

規
模
に
植
林
し
ま
し
た
。し
か
し
、

高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
外
国

か
ら
の
安
い
輸
入
木
材
が
多
く
な

る
と
、
国
産
ス
ギ
の
需
要
が
低
迷

し
て
伐
採
・
間
伐
が
滞
り
、
ス
ギ

の
数
が
増
え
続
け
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
輪
を
か
け
て
、
日
本
の

都
市
化
が
進
み
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
覆
わ
れ
た
土
地

が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
、
花
粉
が

地
面
に
吸
収
さ
れ
ず
に
風
で
何
度

も
何
度
も
飛
散
を
繰
り
返
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
広

範
囲
に
ス
ギ
花
粉
が
飛
散
し
、
花

粉
症
患
者
を
増
や
し
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
私
た
ち
日
本
人
の
生

活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
免
疫
系
に

影
響
を
与
え
、
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
を
起
こ
し
や
す
く
な
っ
て
い

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際

に
、
パ
ン
や
麺
類
な
ど
小
麦
が
含

ま
れ
る
食
品
を
と
ら
な
い
よ
う
に

（
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
）
し
て
、
花

粉
症
の
症
状
が
軽
減
し
た
方
も
い

ま
す
。

　

花
粉
症
は
単
に
不
快
な
季
節
性

の
疾
患
と
片
づ
け
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
患
者
の
健
康
に
害
が
あ

り
、
社
会
活
動
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
個
々
に
生
活

環
境
の
改
善
を
試
み
る
の
み
な
ら

ず
、
積
極
的
に
質
の
良
い
国
産
の

ス
ギ
材
を
使
い
、
花
粉
の
少
な
い

ス
ギ
に
植
え
替
え
て
、
い
ず
れ
花

粉
症
と

い
う
言

葉
が
過

去
の
も

の
に
な

る
よ
う

願
う
ば

か
り
で

す
。

先端が黄色になった杉

花粉症対策

令和６年４月17日 み　よ　し 182号 （2）



　
三
ヶ
日
一
〇
一
、〇
〇
〇
名
の 

ご
参
拝
を
頂
き
ま
し
た
。

初
　
詣

　
斎
竹
で
社
殿
・
境
内
を
祓
い

清
め
ま
し
た
。

新
年
初
祈
祷

師
走
大
祓
（
大
晦
日
）

　
古
い
お
札
・
お
守
り
や
正
月
飾

り
な
ど
を
お
焚
き
上
げ
い
た
し
ま

し
た
。

ど
ん
と
祭
（
一
月
二
十
八
日
）

経
験
者
巫
女
説
明
会
（
十
二
月
十
日
）

みよしスケッチ
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一
、
高
額
ご
芳
志

　
　
金
子
産
業
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役
会
長

�

中
村
　
善
典
　
殿

一
、
出
張
祭�

祭
壇
式

　
　
株
式
会
社
い
わ
ま
薬
局

　
　
　
代
表
取
締
役

�

岩
間
　
雄
一
　
殿

奉
納
者
ご
芳
名

Ｎ
Ｈ
Ｋ『
ゆ
く
年
く
る
年
』生
中
継

　
斎
竹
で
社
殿
・
境
内
を
祓
い

清
め
ま
し
た
。

煤
払
式
（
十
二
月
十
三
日
）

巫
女
説
明
会
（
十
二
月
十
七
日
）

秋
田
大
学
附
属
中
学
校

職
場
体
験
（
十
二
月
五
〜
七
日
）

みよしスケッチ

　

昨
年
の
大
晦
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ

ビ
の
年
越
し
番
組
『
ゆ
く
年
く
る
年
』

内
で
当
社
の
年
末
風
景
が
生
放
送
さ

れ
ま
し
た
。
同
番
組
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル

ド
プ
レ
ミ
ア
ム
で
も
放
映
さ
れ
た
ほ

か
、『
紅
白
歌
合
戦
』
番
組
内
で
も
当

社
か
ら
の
生
中
継
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和６年４月17日 み　よ　し 182号 （4）



㈱ 秋 田 銀 行
㈱ Ｔ Ｔ Ｋ 秋 田 支 店

（ 社 ） 秋　 田　 育　 明　 会
広 面 地 区 体 育 協 会
広 面 商 工 振 興 会
赤 沼 町 内 会
手 形 田 中 町 内 会
下 北 手 梵 天 会
広 面 町 内 会
櫻 有 志
泉 梵 天 奉 納 会
蛇 野・ 西 町・ 大 沢 町 内 会
蛇 野 町 内 会
水 口 町 内 有 志
ＮＴＴ東日本秋田グループ
東日本旅客鉄道㈱秋田保線設備技術センター
広 面 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

株 式 会 社　 石 川 建 設
東 部 瓦 斯 ㈱ 秋 田 支 社

（社）新成会老人保健施設友愛の郷
特 別 老 人 ホ ー ム 新 成 園
社会福祉法人こばと保育園
ボーイスカウト秋田第 33 団
梶 ノ 目 町 内 会
赤 沼 子 供 会
柳 田 子 供 会
谷 内 佐 渡 若 葉 子 供 会
神 武 館 三 吉 道 場
あ さ ひ か わ こ ど も 園
蛇 野 若 竹 子 供 会
㈲ 斎 藤 昭 一 商 店
ひ ろ お も て エ コ ク ラ ブ
大 巻 子 供 会
青少年育成秋田市民会議東部支部

レ ス リ ン グ 北 志 館 道 場
㈱ 北 都 銀 行
ユ ア テ ッ ク グ ル ー プ
㈱ ユ ア テ ッ ク 秋 田 支 社
東日本旅客鉄道㈱秋田支社秋田駅
秋田市立広面小学校３年部
秋 田 市 立 秋 田 東 小 学 校
柳 田 町 内 会
谷 内 佐 渡 町 内 会
原 田 利 正
三 吉 節 保 存 会
奥 羽 住 宅 産 業 ㈱
空 手 忍 会 総 本 部
神 社 協 力 会
秋 田 信 用 金 庫
ね じ ま き 屋

（学）外旭川学園
　　外旭川わんわんこども園
こ ば と 学 童 保 育 ク ラ ブ

奉納団体ご芳名（順不同・敬称略）
真心こもるご奉納に重ねて御礼申し上げます。

令和 6年三吉梵天祭ご報告
　今年の梵天祭は53団体様から56本の奉納を頂き、大きな事故やケガもなく、無事終了いたしまし
た。
　ご奉納団体様、またご拝観の皆さまに厚く御礼申し上げます。
※ 尚、準備や後片付けをお手伝い頂く方々の都合もあり、明年から梵天祭開催日の変更を検討して

おります。おって関係の皆さまにご連絡いたしますが、祭を永く続けていけるように、ご理解ご
協力のほどお願い申し上げます。
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令
和
六
年
春
季
例
大
祭
を
左
記
の
通

り
に
斎
行
い
た
し
ま
す
。

　

ご
家
族
、
ご
友
人
同
士
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
列
頂

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
五
月
七
日
（
火
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
五
月
八
日
（
水
）
午
前
十
一
時

�

（
各
日
と
も
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
）

（
注
意
事
項
）

・ 

斎
館
で
の
参
籠
も
可
能
で
す
。

◎
ご
参
列
の 

方
は
、
四
月

三
十
日
ま
で

に
係
（
和
田
）

ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

三吉梵天祭三吉梵天祭
祭りの華「けんか梵天」祭りの華「けんか梵天」
今年も勇壮なご奉納を頂きました今年も勇壮なご奉納を頂きました

の
ご
案
内

の
ご
案
内

例例
大大
祭祭

春季春季
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